
(57)【要約】
【課題】銀（Ａｇ）を主体としたグリーン色を帯びたＫ１８（１８金）金合金は、その硬
度と強度は非常に軟らかく、純金と大差ないレベルであり、華奢なデザイン等で単独使用
する場合には宝飾品素材としてはほとんど活用できないのが実情である。
【解決手段】Ｋ１８（１８金）の金合金であって、銀（Ａｇ）を１９重量％から２４重量
％の範囲で含有する合金において、ジルコニウム（Ｚｒ）を０．５重量％から１重量％の
範囲および銅（Ｃｕ）を０．５重量％から５重量％の範囲で含有させることで、グリーン
色を帯びたグリーンゴールドと呼ばれる美しい色調を保持したままで、時効硬化処理が可
能とし、硬度および強度を改善しつつ、かつ鋳造性も極めて良好な宝飾品素材の供給を達
成せしめた。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 銀 （ Ａ ｇ ） を １ ９ 重 量 ％ か ら ２ ４ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 す る 金 合 金 に お い て 、 ジ ル コ ニ ウ
ム （ Ｚ ｒ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら １ 重 量 ％ の 範 囲 お よ び 銅 （ Ｃ ｕ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ５ 重
量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 グ リ ー ン 色 を 帯 び た 色 調 外 観 を 保 持 し た ま ま で 、 表
面 硬 度 お よ び 物 理 的 強 度 を 著 し く 改 善 し た 金 （ Ａ ｕ ） と 銀 （ Ａ ｇ ） 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ
） 、 銅 （ Ｃ ｕ ） か ら な る 鋳 造 性 に 優 れ た 宝 飾 品 用 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 指 輪 、 ブ ロ ー チ 等 の 宝 飾 品 に 利 用 さ れ る 金 合 金 に 関 し 、 特 に 、 金 （ Ａ ｕ ） の
含 有 量 が ７ ５ 重 量 ％ の Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） で あ り 、 且 つ 銀 （ Ａ ｇ ） を 適 量 含 有 し グ リ ー ン 色
を 帯 び た 色 調 外 観 に 調 整 さ れ た 金 合 金 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 金 は 、 空 気 中 で 酸 化 さ れ ず 、 長 期 間 に わ た っ て 光 沢 を 失 わ な い 金 属 で あ る が 、 硬 度 お よ
び 強 度 が 低 い た め に 、 他 の 金 属 と 合 金 化 さ れ て 利 用 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。 も っ と も 代
表 的 な 金 合 金 は 金 （ Ａ ｕ ） － 銀 （ Ａ ｇ ） － 銅 （ Ｃ ｕ ） の 三 元 合 金 で 、 こ の 合 金 の 色 調 は 金
（ Ａ ｕ ） と 銀 （ Ａ ｇ ） 、 銅 （ Ｃ ｕ ） そ れ ぞ れ 相 互 の 割 合 の 違 い に よ り 多 彩 に 変 化 す る こ と
が よ く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 金 （ Ａ ｕ ） － 銀 （ Ａ ｇ ） － 銅 （ Ｃ ｕ ） の 三 元 合 金 で の Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 の 色 調 は
、 金 （ Ａ ｕ ） の 割 合 が ７ ５ ％ と 固 定 さ れ た こ と で 、 銀 （ Ａ ｇ ） と 銅 （ Ｃ ｕ ） の 相 互 の 割 合
の 違 い に よ り 、 い わ ゆ る 緑 黄 色 か ら 黄 金 色 、 更 に は 赤 銅 色 に 変 化 す る こ と が よ く 知 ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 銅 （ Ｃ ｕ ） を 含 ま な い 金 （ Ａ ｕ ） － 銀 （ Ａ ｇ ） の 二 元 合 金 で あ る Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ）
金 合 金 の 色 調 は 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 呼 ば れ 、 独 特 の グ リ ー ン 色 を 帯 び た 色 調 を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 グ リ ー ン ゴ ー ル ド の 色 調 は 、 宝 飾 品 素 材 と し て 非 常 に 魅 力 的 で 、 有 望 で あ る が 、 銅 （ Ｃ
ｕ ） を 含 ま な い 場 合 は 、 融 点 は １ ０ ４ ０ ℃ 程 度 で 、 な ま し 状 態 で の マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬
度 は 平 均 で Ｈ ｖ ３ ５ 程 度 と そ の 硬 度 は 軟 ら か く 、 強 度 は 弱 く 純 金 と 大 差 な い レ ベ ル で あ り
、 宝 飾 品 素 材 と し て は ほ と ん ど 活 用 で き な い の が 実 情 で あ る 。 ま た こ の 合 金 の 場 合 、 組 成
的 に 時 効 硬 化 処 理 は ほ と ん ど 効 果 が 得 ら れ な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 色 調 へ の 影 響 を 最 小 限 に な る よ う に 配 慮 し て 銅 （ Ｃ ｕ ） を 合 金 し 多 少 改 善 し た も の も 有
り 、 代 表 的 な も の と し て 金 （ Ａ ｕ ） ７ ５ 重 量 ％ 、 銀 （ Ａ ｇ ） ２ ０ 重 量 ％ 、 銅 （ Ｃ ｕ ） ５ 重
量 ％ と し た 、 通 称 ８ ： ２ 割 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ８ ： ２ 割 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） の 場 合 、 そ の 色 調 は 理 想 と す る 銅 （ Ｃ ｕ ） を 含 ま な い 美 し い
グ リ ー ン 色 を 帯 び た 色 調 と は や や 異 な る 。 宝 飾 品 業 界 で は 実 用 上 、 こ の ８ ： ２ 割 な ど の 配
合 率 付 近 の Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） を グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 称 す る こ と が 多 い よ う で あ る 。 ８ ： ２
割 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） の な ま し 状 態 で の マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 度 は 平 均 で Ｈ ｖ ９ ０ 程 度 と 、
そ の 硬 度 と 強 度 は 宝 飾 品 用 途 で の 実 用 に は や や 不 十 分 で あ り 、 単 独 で 指 輪 な ど を 製 作 す る
と 軟 質 な 為 に 変 形 が 発 生 し 易 く 実 用 性 に 問 題 が 有 る 。 従 っ て ８ ： ２ 割 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） で
も 宝 飾 品 素 材 と し て は か な り 限 ら れ た 範 囲 で し か 活 用 で き な い の が 実 情 で あ る 。 ま た こ の
合 金 の 場 合 、 組 成 的 に 時 効 硬 化 処 理 は ほ と ん ど 効 果 が 得 ら れ な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ８ ： ２ 割 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） な ど の 軟 質 性 状 を 有 す る 宝 飾 品 素 材 を 用 い て 指 輪 な ど の 宝 飾
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品 を 製 作 す る と 、 以 下 に 挙 げ る よ う な 問 題 を 生 じ る 。 身 に つ け る 指 輪 の 場 合 、 装 着 者 の 平
常 生 活 に お い て 、 ど の 様 に 配 慮 注 意 し て も 、 指 輪 が 円 形 状 を 保 持 出 来 ず 容 易 に 変 形 を 生 じ
て し ま う 。 ま た 宝 飾 品 の 場 合 、 ダ イ ヤ モ ン ド な ど の 宝 石 を 取 り 付 け る も の が 一 般 的 で あ る
が 、 素 材 自 体 が 軟 質 だ と 、 宝 石 を 固 定 し て い る 枠 、 爪 が 容 易 に 変 形 し て 宝 石 を 固 定 し 続 け
る こ と が 出 来 ず 、 宝 石 の 脱 落 が 生 じ る 恐 れ が あ る 。 こ の よ う に ８ ： ２ 割 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ）
な ど の 軟 質 性 状 を 有 す る 宝 飾 品 素 材 を 用 い て 宝 飾 品 を 製 造 し て も 、 装 着 者 が 安 心 し て 装 着
で き る も の を 提 供 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 来 、 金 （ Ａ ｕ ） お よ び 金 合 金 を 硬 く す る と い う 報 告 は 以 下 の よ う な も の が 確 認 さ れ て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 日 本 国 特 許 ３ ３ ２ ８ １ ３ ０ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ０ ８ － １ ５ ７ ９ ８ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ０ ２ １ ６ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ４ ９ ８ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ０ ９ － ０ １ ３ １ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 願 ２ ０ ０ ５ － １ １ ４ ７ ９ ７ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 で は 、 金 （ Ａ ｕ ） － 銀 （ Ａ ｇ ） の 二 元 合 金 を 基 本 と し 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 呼 ば
れ る 色 調 を 有 し つ つ 、 宝 飾 品 用 素 材 と し て 実 用 的 な 硬 度 と 強 度 を 有 し 、 な お か つ ロ ス ト ワ
ッ ク ス 鋳 造 法 に よ る 宝 飾 品 製 造 に 特 に 優 れ た Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 で あ っ て 、 銀 （ Ａ
ｇ ） を １ ９ 重 量 ％ か ら ２ ４ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 す る 合 金 に お い て 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ）
を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら １ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 更 に 同 時
に 銅 （ Ｃ ｕ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ５ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ る こ と に よ り 上 記 目 的 が 達 成
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら
１ 重 量 ％ の 範 囲 お よ び 銅 （ Ｃ ｕ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ５ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ る こ と に
よ り 、 硬 度 お よ び 強 度 を 著 し く 向 上 し つ つ 鋳 造 性 も 良 好 な 宝 飾 品 用 素 材 と し て の 優 れ た 品
質 を 確 保 し て い る 。 例 え ば ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） を １ 重 量 ％ 含 有 さ せ た も の の 場 合 、 な ま
し 硬 度 で マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 度 Ｈ ｖ ８ ５ 、 時 効 硬 化 硬 度 で マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 度 は Ｈ
ｖ １ ７ ０ 程 度 と 、 一 般 に 市 販 さ れ て い る 通 常 色 調 の Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 の マ イ ク ロ ビ
ッ カ ー ス 硬 度 Ｈ ｖ １ ５ ０ 前 後 と 同 等 以 上 の 硬 度 お よ び 強 度 を 得 て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら
１ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 時 効 硬 化 処 理 が 可 能 な 性 状 を 有 し て お り 、 ジ ル
コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） の 配 合 が そ の 硬 度 お よ び 強 度 を 得 る 主 な 役 割 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 加 工 性 を 優 先 さ せ た い 場 合 に は 焼 き 鈍 し 熱
処 理 を 施 し て 適 当 な 硬 度 に 調 整 し 加 工 を 行 い 、 そ の 後 に 焼 き 入 れ 熱 処 理 を 施 し て 宝 飾 品 用
素 材 と し て 実 用 的 な 硬 度 と 強 度 を 有 す る よ う に 調 節 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 法 に よ り 指 輪 な ど 商 品
形 状 に 造 形 す る 手 法 が 主 な 用 途 と な っ て い る 。 こ の ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 時 に お い て 、 金 （
Ａ ｕ ） － 銀 （ Ａ ｇ ） の 二 元 合 金 に 対 し ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） 単 独 の 配 合 を 行 っ た 場 合 に は

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-107040 A 2007.4.26



、 そ の 得 ら れ た 鋳 物 に 深 刻 な 粒 界 割 れ 欠 陥 が 生 じ る 性 状 を 有 し て い る 。 そ こ で 本 発 明 の 宝
飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 で は 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 呼 ば れ る 色 調 を 確 保 し つ つ 、 銅 （
Ｃ ｕ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ５ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ て 鋳 造 性 を 改 善 し 、 得 ら れ た 鋳 物 に
粒 界 割 れ 欠 陥 が 生 じ な い 性 状 に 改 善 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 用 合 金 と し て 最 適 化 さ
れ た も の で 、 得 ら れ た 鋳 物 の 品 質 、 鋳 巣 や 割 れ な ど の 欠 陥 の 発 生 率 な ど は 極 め て 少 な く 、
従 来 の 一 般 の Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 の イ エ ロ ー ゴ ー ル ド な ど と 比 較 し て も 同 等 で あ る 。
ま た 得 ら れ る 鋳 物 の 硬 度 お よ び 強 度 は 、 鋳 型 冷 却 方 法 、 急 冷 お よ び 徐 冷 の 違 い に よ っ て 、
鋳 物 の 硬 度 と 強 度 を 任 意 に 意 図 的 に 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 日 本 国 特 許 ３ ３ ２ ８ １ ３ ０ 、 特 開 平 ０ ８ － １ ５ ７ ９ ８ ４ 号 、 特 開 平 １ １ － ０ ２ １ ６ ４ １
号 、 特 開 平 １ １ － ２ ４ ４ ９ ８ ９ 号 に お い て 、 金 お よ び 金 合 金 を 硬 く す る い く つ か の 元 素 が
報 告 さ れ て い る が 、 こ れ ら 元 素 を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら １ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ た 場 合 、 そ
の 色 調 に 変 化 を 引 き 起 こ し た り 、 ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 法 で 用 い る 際 に 鋳 巣 や 割 れ が 発 生 し
や す く 、 鋳 物 形 状 を 再 現 す る 為 の 湯 流 れ が 劣 悪 な も の が 多 く 、 上 記 の 目 的 を 果 た す こ と は
困 難 で あ る 。 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） を ０ ． ５
重 量 ％ か ら １ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ つ つ も 、 銀 （ Ａ ｇ ） を １ ９ 重 量 ％ か ら ２ ４ 重 量 ％ の
範 囲 で 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 呼 ば れ る 美 し い 色 調 を 有 し 、 な お か つ
ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 法 で 用 い る に 適 し た 性 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 開 平 ０ ９ － ０ １ ３ １ ３ ２ 号 、 特 願 ２ ０ ０ ５ － １ １ ４ ７ ９ ７ 号 に お い て チ タ ン （ Ｔ ｉ ）
を 含 有 さ せ 金 合 金 の 性 状 を 改 善 す る と い う 報 告 が な さ れ て い る が 、 チ タ ン （ Ｔ ｉ ） と い う
元 素 を 含 有 さ せ る と ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 法 で 用 い る 際 に 鋳 巣 や 割 れ が 発 生 し や す く 、 鋳 物
形 状 を 再 現 す る 為 の 湯 流 れ が 劣 悪 で 、 良 質 な 鋳 造 物 を 得 る の は 極 め て 困 難 で あ る 。 近 年 チ
タ ン お よ び チ タ ン 合 金 の 鋳 造 法 に つ い て は 、 歯 科 業 界 を 中 心 に 様 々 な 研 究 開 発 が 成 さ れ て
い る が 、 チ タ ン （ Ｔ ｉ ） を 含 有 す る 合 金 の 鋳 造 作 業 に 欠 か せ な い 各 種 耐 火 素 材 と チ タ ン （
Ｔ ｉ ） と の 活 発 な 反 応 性 の 問 題 が 重 大 な 課 題 と な っ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は 、 こ の よ う に 、 銀 （ Ａ ｇ ） を 主 体 と し た Ｋ １
８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 に お い て 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） お よ び 銅 （ Ｃ ｕ ） を 適 量 含 有 さ せ る
こ と に よ り 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 呼 ば れ る 美 し い 色 調 を 保 持 し た ま ま で 、 時 効 硬 化 処 理 が
可 能 で 硬 度 お よ び 強 度 を 向 上 し 改 善 し つ つ 、 か つ 鋳 造 性 も 極 め て 良 好 で あ り 宝 飾 品 素 材 と
し て の 優 れ た 効 果 を 達 成 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 は Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金 で あ る が 、 一 般 的 に
は 、 品 位 確 保 の た め に 、 金 の 含 有 量 は 微 量 ％ 過 剰 気 味 に な っ て い る こ と が 多 く 、 こ の よ う
な 場 合 も 特 に 問 題 は な い 。 こ れ に 銀 （ Ａ ｇ ） を １ ９ 重 量 ％ か ら ２ ４ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 す
る 合 金 に お い て 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら １ 重 量 ％ の 範 囲 お よ び 銅 （ Ｃ
ｕ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ５ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ る こ と に よ り 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 呼
ば れ る 美 し い 色 調 を 保 持 し た ま ま で 、 硬 度 お よ び 強 度 を 向 上 し つ つ 鋳 造 性 の 優 れ た Ｋ １ ８
（ １ ８ 金 ） 金 合 金 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） の 配 合 は 、 銀 （ Ａ ｇ ） を 主 体 と し た Ｋ １ ８ （ １ ８ 金 ） 金 合 金
を 時 効 硬 化 処 理 が 可 能 な も の と し 、 純 金 と 大 差 な い レ ベ ル で あ っ た 硬 度 お よ び 強 度 を 著 し
く 改 善 す る と い う 重 要 な 効 果 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） の 配 合 を ０ ． ５ 重 量 ％ よ り 少 な く し た 場 合 は 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド
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と 呼 ば れ る 美 し い 色 調 を 保 持 し た ま ま で 、 時 効 硬 化 処 理 も 可 能 と な る が 、 硬 度 お よ び 強 度
の 改 善 効 果 が 少 な く 、 宝 飾 品 素 材 と し て 実 用 に 耐 え な い も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） の 配 合 を １ 重 量 ％ よ り 多 く し た 場 合 に は 時 効 硬 化 処 理 は 可 能 と 思
わ れ る が 、 色 調 に 変 化 を 生 じ て グ リ ー ン 色 の 雰 囲 気 が 損 な わ れ て く る 。 ま た 宝 飾 品 製 造 の
主 た る 方 法 で あ る ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 に お け る 性 状 が 急 激 に 悪 化 し 極 め て 取 り 扱 い が 困 難
な も の と り 、 更 に 得 ら れ た 鋳 物 の 表 面 研 削 作 業 に も 支 障 が 生 じ て 宝 飾 品 製 造 で は 必 要 不 可
欠 な 平 滑 で 美 し い 金 属 光 沢 面 を 得 る こ と が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） 単 独 の 配 合 を 行 っ た 場 合 に は 、 ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 法 に お い て 得
ら れ た 鋳 物 に 深 刻 な 粒 界 割 れ 欠 陥 が 生 じ る 性 状 が 発 生 す る 。 そ こ で 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ
ー ン ゴ ー ル ド 合 金 で は 、 グ リ ー ン ゴ ー ル ド と 呼 ば れ る 色 調 を 確 保 し つ つ 、 ジ ル コ ニ ウ ム （
Ｚ ｒ ） と 共 に 銅 （ Ｃ ｕ ） を ０ ． ５ 重 量 ％ か ら ５ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ て 鋳 造 性 を 改 善 し
、 得 ら れ た 鋳 物 に 粒 界 割 れ 欠 陥 が 生 じ な い 性 状 に 改 善 し て い る 。 ま た 、 こ の 銅 （ Ｃ ｕ ） の
配 合 は 、 宝 飾 品 製 造 で は 不 可 欠 な 金 属 光 沢 面 を 容 易 に 研 磨 で 得 ら れ る こ と か ら 分 か る よ う
に 、 本 発 明 、 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 の 研 削 研 磨 性 を 高 め る 効 果 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 銅 （ Ｃ ｕ ） の 配 合 を ０ ． ５ 重 量 ％ よ り 少 な く し た 場 合 は 、 銅 （ Ｃ ｕ ） の 配 合 に よ る 鋳 造
性 改 善 効 果 が 低 下 し 、 ロ ス ト ワ ッ ク ス 鋳 造 法 に お い て 得 ら れ た 鋳 物 に 粒 界 割 れ 欠 陥 が 生 じ
る 可 能 性 が 高 く な り 、 宝 飾 品 素 材 と し て 実 用 に 耐 え な い も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 銅 （ Ｃ ｕ ） の 配 合 を ５ 重 量 ％ よ り 多 く し た 場 合 は 、 色 調 に 変 化 を 生 じ て グ リ ー ン 色 の 雰
囲 気 が 急 激 に 損 な わ れ て 、 本 発 明 の 主 た る 目 的 に 添 わ な い も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 時 効 硬 化 処 理 と は 一 般 的 に 、 溶 体 化 熱 処 理 し た 合 金 に 適 当 な 熱 処 理 を 施 し 、 人 工 的 に 時
効 さ せ 硬 化 を 図 る こ と を い う 。 溶 体 化 熱 処 理 し た 合 金 は 、 本 来 な ら ば 低 温 で 析 出 す る は ず
の 合 金 元 素 が 、 急 冷 に よ り 析 出 す る 間 も な く む り や り 溶 け 込 ま さ れ た 状 態 と な っ て お り 不
安 定 で あ る 。 こ れ を 適 当 な 熱 処 理 な ど に よ り 本 来 の 安 定 な 状 態 に 戻 し 、 再 析 出 さ せ 結 晶 を
す べ り に く く 硬 く す る 。 こ れ を 時 効 硬 化 と い い 、 析 出 硬 化 と も い う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 で の 性 状 も 上 記 で 述 べ た 析 出 硬 化 で あ る と 現 時
点 で は 考 え ら れ る が 、 詳 細 な 硬 化 機 構 を 明 ら か に す る 為 に は 学 術 的 研 究 が 必 要 だ と 考 え る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 宝 飾 品 用 グ リ ー ン ゴ ー ル ド 合 金 を 用 い て 指 輪 な ど の 宝 飾 品 を 製 作 す る と 、 装 着
者 の 日 常 生 活 に お い て の 負 荷 で は 変 形 を 発 生 す る 可 能 性 は 極 め て 低 く 、 ダ イ ヤ モ ン ド な ど
の 宝 石 も 正 常 に 固 定 さ れ て い れ ば 、 脱 落 な ど が 生 じ る 危 険 性 も な く な る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 金 （ Ａ ｕ ） ７ ５ ． １ 重 量 ％ に 対 し て 、 銀 （ Ａ ｇ ） を ２ ０ 重 量 ％ 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ）
０ ． ５ 重 量 ％ お よ び 銅 （ Ｃ ｕ ） ４ ． ４ 重 量 ％ の 割 合 で 配 合 し て 、 ア ル ゴ ン ガ ス 雰 囲 気 を 用
い た 高 周 波 溶 解 法 に よ っ て 、 銀 （ Ａ ｇ ） を 主 体 と し た グ リ ー ン ゴ ー ル ド を 製 造 し た 。 得 ら
れ た グ リ ー ン ゴ ー ル ド の 融 点 は １ ０ ４ ５ ℃ 程 度 で あ っ た 。 外 観 は 、 宝 飾 品 と し て 使 用 す る
の に 適 し た グ リ ー ン 色 を 帯 び た 色 調 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 得 ら れ た グ リ ー ン ゴ ー ル ド を 用 い て 、 ア ル ゴ ン ガ ス 雰 囲 気 を 用 い た 遠 心 鋳 造 法 に て 、 代
表 的 な 宝 飾 品 で あ る 指 輪 を 製 作 し て み た 。 結 果 、 宝 飾 品 素 材 と し て 有 望 な 色 調 で あ る 美 し
い グ リ ー ン 色 を 帯 び た 色 調 を 有 し た 鋳 造 物 が 得 ら れ た 。 鋳 造 後 の 鋳 型 冷 却 は な ま し 状 態 で
軟 ら か く 仕 上 が る よ う に 急 冷 を 行 っ た 。 そ の マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 度 は Ｈ ｖ １ １ ２ で あ り
、 や や な ま し 硬 度 よ り や や 硬 め で あ っ た 。 本 組 成 合 金 の な ま し マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 度 は
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Ｈ ｖ １ ０ ６ で あ る 。 そ の 後 、 そ の ま ま の 状 態 で 、 ６ ０ ０ ℃ に 調 整 し た 電 気 炉 に て ２ 時 間 保
持 し て 、 焼 き 入 れ 熱 処 理 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 得 ら れ た 時 効 硬 化 処 理 マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス
硬 度 は Ｈ ｖ １ ５ ５ で あ っ た 。 こ れ を 宝 飾 品 た る 商 品 に す る に は 、 こ の 鋳 造 物 を 切 削 加 工 、
バ フ 研 磨 を 経 て 金 属 光 沢 を 有 す る 状 態 ま で 仕 上 げ る 必 要 が あ る が 、 こ の 過 程 で も 必 要 十 分
な 硬 度 お よ び 強 度 を 有 し 支 障 な く 作 業 を 進 め る こ と が 出 来 た 。 最 終 的 に 実 用 的 な 硬 度 と 強
度 を 有 す る 指 輪 が 得 ら れ 、 硬 度 計 測 を 行 っ た と こ ろ マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 度 実 測 平 均 で Ｈ
ｖ １ ６ １ で あ っ た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 金 （ Ａ ｕ ） ７ ５ 重 量 ％ に 対 し て 、 銀 （ Ａ ｇ ） を ２ ２ ． １ 重 量 ％ 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ）
０ ． ９ 重 量 ％ お よ び 銅 （ Ｃ ｕ ） ２ ． ０ 重 量 ％ の 割 合 で 配 合 し て 、 ア ル ゴ ン ガ ス 雰 囲 気 を 用
い た 高 周 波 溶 解 法 に よ っ て 、 銀 （ Ａ ｇ ） を 主 体 と し た グ リ ー ン ゴ ー ル ド を 製 造 し た 。 得 ら
れ た グ リ ー ン ゴ ー ル ド の 融 点 は １ ０ ５ ０ ℃ 程 度 で あ っ た 。 外 観 は 、 宝 飾 品 と し て 使 用 す る
の に 適 し た グ リ ー ン 色 を 帯 び た 色 調 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 得 ら れ た グ リ ー ン ゴ ー ル ド を 用 い て 、 ア ル ゴ ン ガ ス 雰 囲 気 を 用 い た 遠 心 鋳 造 法 に て 、 代
表 的 な 宝 飾 品 で あ る 指 輪 を 製 作 し て み た 。 結 果 、 宝 飾 品 素 材 と し て 有 望 な 色 調 で あ る 美 し
い グ リ ー ン 色 を 帯 び た 色 調 を 有 し た 鋳 造 物 が 得 ら れ た 。 鋳 造 後 の 鋳 型 冷 却 は 鋳 造 物 が 当 初
よ り 硬 く 仕 上 が る よ う に 、 徐 冷 を 行 っ た 。 宝 飾 品 た る 商 品 に す る に は 、 こ の 鋳 造 物 を 切 削
加 工 、 バ フ 研 磨 を 経 て 金 属 光 沢 を 有 す る 状 態 ま で 仕 上 げ る 必 要 が あ る が 、 こ の 過 程 で も 必
要 十 分 な 硬 度 お よ び 強 度 を 有 し 支 障 な く 作 業 を 進 め る こ と が 出 来 た 。 最 終 的 に 実 用 的 な 硬
度 と 強 度 を 有 す る 指 輪 が 得 ら れ 、 硬 度 計 測 を 行 っ た と こ ろ マ イ ク ロ ビ ッ カ ー ス 硬 度 実 測 平
均 で Ｈ ｖ １ ６ １ で あ っ た 。
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